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論文要旨 

 

ⅠⅠⅠⅠ．．．．問題問題問題問題のののの背景背景背景背景とととと所在所在所在所在    

近年、若年労働者のキャリアに関する問題として、ニートやフリー・アルバイターの増加が挙げら

れる。また、新卒労働者の早期離転職の発生も大きな問題となっている(青谷・三宅,2005)。このよ

うな問題の背景として、①不況時には採用が得られないという社会的問題性と、②教育システムに

おける問題性が存在する。 

 一方、若年労働者のキャリア発達を支援の変遷は、1960 年代前半から 1980 年代後半までの、

「職業指導」の時代と、1990 年代前半からの、個別性に合わせた「キャリア形成支援」の時代に大

別される(居神・三宅・遠藤・松本・中山・畑,2005)。 

 若年労働者のキャリアに関する問題を防ぐために着目されているのが、「キャリア・アダプタビリテ

ィ」という概念である(益田,2010)。 「現在の、そして将来予想される職業発達課題に対する個人の

レディネスおよび対処能力を示す心理社会的構成概念」(Savickas,2005)と定義され、学生自身

の能力開発を中心とした、個別性が高く、多様なキャリア意思決定、または、未決定の課題を抱え

る人のキャリア発達支援の一助となると考えられる。 

 

ⅡⅡⅡⅡ．．．．目的目的目的目的    

キャリア・アダプタビリティに関する質問紙を使用し、その有効性を確かめることとした。また、キャ

リア支援の講義への出席者と欠席者との間で、キャリア・アダプタビリティに違いがみられるか、とい

うことについてもあわせて調査するため、以下の２点を仮説とした。 

①キャリア支援の講義に出席している学生は、欠席者よりテストの得点が高い。 

②キャリア・アダプタビリティが高ければ就職活動の実行度合いが高い。 

 

 

ⅢⅢⅢⅢ．．．．手続手続手続手続きおよびきおよびきおよびきおよび方法方法方法方法    

 都内私立大学の学部３年生で、キャリア支援の講義の履修者を調査の対象とした。 

 調査に当たっては、A 大学キャリア支援室およびキャリア開発事業を担当している(株)リアセック

社に調査の協力を依頼し、調査実施の許可を得た。2010 年６月に、キャリア支援の講義の履修者

1039名に、キャリア・アダプタビリティ尺度(未発表)と就職準備尺度(浦上,1996)の質問紙を配布し、

７月末に 941部を回収した。回答不備は欠損値として処理し、676名を分析対象とした (男性:175

名,女性:501名,平均年齢 20.3歳 ,SD=0.71, 有効回答率 65.1%）。 

 得られたデータは、以下の４点について検証を行った。 

①キャリア・アダプタビリティ尺度について因子分析を行い、因子の概念の抽出と、尺度の妥当性

を検討する。 

②キャリア支援の講義に出席している学生は、欠席者よりテストの得点が高いということを仮説とし

て、キャリア支援の講義への出欠を独立変数、キャリア･アダプタビリティ尺度の各因子得点、就職
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活動尺度の各因子得点を従属変数として t検定を行う。 

③キャリア・アダプタビリティが高ければ就職活動の実行度合いが高いということを仮説として、キャ

リア・アダプタビリティ尺度と就職活動尺度との相関を分析する。 

④調査実施の都合上、就職活動尺度(浦上,1996)を、４件法から５件法に修正した際の影響につ

いて検討する。 

 

ⅣⅣⅣⅣ．．．．結果結果結果結果    

①キャリア・アダプタビリティ尺度の因子分析を行った結果、「行動」に関するキャリア・アダプタビ

リティは、「職業の探求と決定」、「就職活動の計画と実行」、「自己概念の明確化」の３因子が抽出

された。「強み」に関するキャリア・アダプタビリティは、「協調性」、「計画性」、「希望と関心」、「挑戦

と努力」、「自尊心」の５因子が抽出された。また、信頼性の高さや、各因子間の相関も高く、大学生

のキャリア・アダプタビリティを計測する尺度として、十分に有効性を示した。しかし、質問項目に類

似のものが複数存在したため、質問内容を再検討する必要もあるといえる。 

②キャリア支援の講義の出欠とキャリア・アダプタビリティ尺度、就職準備尺度でｔ検定を行った

結果、第２、７、11、13 回目の講義における出席者と欠席者との間で尺度間に有意差が認められ

た。 

③キャリア・アダプタビリティ尺度と就職活動尺度との相関を分析した結果、キャリア・アダプタビリ

ティ尺度の各因子と、就職活動尺度の各因子間には有意な正の相関がみられた。 

④就職活動尺度は、調査実施の都合上、４件法から５件法に修正したが、信頼性係数は高いま

まであった。尺度内容の内的信頼性は保たれていたと考えられる。 

 

ⅤⅤⅤⅤ．．．．結論結論結論結論    

本調査では、「キャリア支援の講義に出席している学生は、欠席者よりテストの得点が高いという

こと」、「キャリア・アダプタビリティが高ければ就職活動の実行度合いが高い」という仮説の検証を

行ったが、どちらも可能性があるということが示唆されたものの、仮説を強く支持する結果を得ること

ができなかった。しかし、本調査で用いた、キャリア・アダプタビリティ尺度が、社会人基礎力(経済

産業省,2006)や、キャリア発達にかかわる諸能力(文部科学省,2002)といった、一般に求められる

社会人像と一致していたことや、講義に出席した学生のキャリア・アダプタビリティが高まっていた

回もあったことから、キャリア支援の講義が、学生にとって有益であることは明確である。 
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